
第正 岡 版 証 明

Lヒメマ ルカツヲブ シムシ1幼鼻の被害軌 .

1･毛乳 向-)てJIL:は葦毛0)其部に泣き所に孔

を穿たれ､中JR:は築毛の中程を､右は葦毛

の先端殆んど全部蝕客されたるを示す｡

2.毛111を加害しっ ゝあ る Lヒメマル カツヲブ

シム シ1の融点｡

3.被 涛 白 米C,

(1け糊 'Z抑小､'1.日l工少Lく廓大1一-,

UUu'曲朴か第-艶参照10
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Ltiノマルカツヲブシムシ販 関する文戯
拳名 AntllrelluSVCrbaciLinnacu.q.

山 ＼用 保 治

1.松 村 松 年

2./r

3.磯 部 辰 雄

4.山 田 廉

5.横 山 桐 郎

6.//

7.名 和 梅 青

8.北 陸 韓

9.丸 毛 イ言 勝

10. 北 隆 館

ll.松 村 松 年

12.矢 後 正 俊

13.岩 田 弟 =1

14.桑 名 伊 之 吉

15.戯 瀬 率 一一

16.山 田 保 治

17､陸軍被服本廠

大日本鞍鼻金華後編 r260-261貫L大正lJl件･11915.

=e叔製晶の貯糠と其鞍鼻 科挙剰識第rJB巻弟匹は艦39-40試 し大蔵十

三年11924.

毛織物の政審橡防法の詣 化畢工藤第十二怨敵 ヒ洗 16-29貫 L昭和

三年11928.

最新F:1本東栄寄島争葦 126-･127頁 L昭和t)_q年11929.

日本産鰹節童の併兜(二).Lヒメマ}LかソtJプシムシ1

憩､光栄試験場報際卦 ヒ租界九状 L唱和凶年11929.

苦慮 防除韓典 65-66斉し昭和rJplq牛11929.

磨朋動物固鑑 481-482京L昭和五年11930.

驚 倒 提 曲 率 306質 し昭和六年11931.

rj本長点圃鑑 688貫 L昭和七年11932.

大日本客戯固説 932･-933貫 L昭利七年11932.

Lヒメマルカツヲブシムシ1の集まる花と集まらぬ花の調査,

誌原二十懸692-696頁 L昭和八年11933.

毛猫製品の寒巌と共編除法に_)､科拳とエ米第jt巻弟 /-i

L昭和八年11933.

新編家庭の審轟と基防除 116常州118質し唱和九年11934.

姉丸腔終曲防除の-一策として集花醍紋の概数､践蕗壮外窟

50･-52貫 L昭和九年11934.

毛織物の害為に就て 防轟科挙第･一班9ノ--14貫 L昭和12年11937.

毛織物の富農と其防除/J瀧 磯行年月不群O

凍文は､防轟科笹原-朝,Lヒメマルカヅヲブシムシ1の記載の終りに附け加やるつ

たのであるが､湧けて居たので此所に登載することと致したoL終軌1


